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以 kの4点が、第l都の結論である。

次に、第2部では、 「中世モンゴル語の形状語における若干の形態及び派生的特徴につ

いて」と題し、そこで明らかとなった結論は、次の2点である。

現代語に見られる数多くの形状語は、一部ながら、中世モンゴノレ語の諸文献にも全

く同一形式か、あるいは若干形を変えて散見されるととから、おそらく古代モンゴル語

の時代には、すでに形状語なるふのが存在していたものと推定される。

2 現代語では、比較的頻度の少ない、形状動詞から形状名詞を派生する按尾辞-[と -yal

の2つの形式は、中世モンコ、ル語の時代、すでに多くみられるととから推察すると、と

の2つは、形状動詞から形状名詞を形成する、初期の段階の最も基本的かっ生産的な語

構成方法であったものと推定される。と同時に、もう 方の -yad土、中世モンゴノレ語

で頻度が少ないこどから、古代モンゴル語では、いまだ形成されておらず、元来は *-qai

(状態表示)と*ィ(名詞表示)から成る複合接尾辞であった可能性がある。

以上の2点が、第2部の結論である。

さらに、第3部では、 r W御製満珠蒙古漢字三合切音清文鑑~ (1780) に見えるそンゴ

ル語の形状語の意味的及び形態的特徴について」と題し、そこで明らかとなった結論は、

次の4点であるO

1. W三合切音清文鍛~ (1780)に記されたモンコル語の形状語と満洲語相当語を比較検討

した結果、両者の聞には、五全二二~型、主宕全二撃型、岩全主ニi主・去通盟盟主旦f虫、

主金主二二え土産些蜜i己負‘り型の4つの意味対応のパタ}ンがあることが明らかとなっ

た。

2 上述した4つの意味対応のうち、特に不完全一致培、及び岩金主二こ匙二主通股盤宜主 ~J

の2つのパターンには、両者の志味のずれの程度の差こそあれ、ある一定の意味の共通

特徴を抽出することができ、それによって、かえって一層モンゴル語の形状語の中心

的意味(中核となる怠味)を明確に提示できる可能性があることを指摘した。

3童全歪二量二童!ま袈i主査旦型より、現在では、再者の意味が全く不一致であり、ほと

んど『三合切音清文鑑』の編者の誤記であると見られる一部の語は、歴史的に見ると、

実はその当時の完令一致型(もしくは不完全一致型の可能性もある)であり、その後

に生じた意味変化(意味の退化や台頭)によって、不一致がィ't:じた可能件があるとと

を十旨橘I'--'た。

4. ir三合切音清文鑑』にごくまれに見られる、現在のところ全く実証されないか、ある

いは、ほとんど使用されない使用頻度の低い形状語は、一般に正ンゴル語の形状語に

見られる、 9つの「音声的特徴による派生方法」の考えを導入するととにより、通時的

にうまく説明できる可能性があるととを指摘した。

以上の4点が第3部の結論である。

また、第4部では、「中国領内のそンゴル系孤立的諸言語に残存する形状語についてー

特にそンゴル文語及びそンゴル語との異同の点から」と題し、中国領内のモンコ寸ル系孤立

的諸言語の、いわゆる保安語、東郷語、土族語、東部裕固語、達斡爾語の5つの言語を、

残存する形状語(形状動詞及び形状名詞)の観点から、とりわけ形状動詞に関しては、 l

形状動詞の有無、 2固有形状語の有無、 3形状動詞派生接尾辞 -lJa-の接続の可否、 4

形状動詞派生接尾辞ーγana-の接続の可否の4点から、また、形状名詞に関しでは、 1形

状名詞派生接尾辞 -̂(a[の接続の可否、 2形状名詞派生接尾辞 -yalの接続の可否、 3形

状名詞派生接尾辞-[の接続の可否、 4形状名詞派生接尾辞 -n、ー旬、 y/-g等の接続の

可否、 5形状動詞・名詞同一語幹の有無の5点から、それぞれ詳細に分析を加え、当該言

語に残存する形状語の特徴をできる限り明らかにすることを試みた。

その結果、明らかとなった結論は、次の4点であるの

I保安語と東郷語は、残存する形状動詞、形状名詞ともにほぼ同じ分布を示し、形状語に

関しては、両者は全く同じ特徴を有している。

2士族語は、形状動詞に関しては、東部係国語、達斡爾語とほぼ同じ分布を示すのに対

し、形状名詞に関しては、保安語、東郷語とほぼ同じ分布を示し、残存する形状語全
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